
活動日時 ２０２５年７月２２日（火） 子どもの言葉・姿・保育者とのかかわり等

クラス ３歳児くまぐみ

① 年間テーマ 自然

② 活動内容（ねらい）

子どもの姿

③ 環境のデザイン

④ 活動実践 ⑤ 振り返り（保育者の気づき）

【とうきょう　すくわくプログラム活動報告書】

クラスの窓の前にプランターを置き、段々とつるが伸び、実が大きくな
るのを保育室の中から観察をする。
段々と成長が楽しみになり、お散歩の帰りにみんなで眺めるのが日課と
なる。

保育室の窓のそばに置き、いつでも観察できるようにしたことによって「おおき
くなるのかな～」「はっぱがいっぱいになったね」「なす、かわいいね」など、
子ども同士でも会話をする姿が見られ毎日楽しく観察をすることができた。
子ども達が少しの変化でも気づいたときには耳を傾けるようにし成長をする喜び
を共感することでより興味をもてるようになった。

野菜に興味を持ち、成長を楽しむ。

苗を植えたので水やり当番をクラスで回す。
少しずつ成長していくゴーヤやナスに実際に触ったり匂いや重さを感じ
る。

苗（ゴーヤ・ナス）・プランター・網・棒

ゴーヤーやナスの苗を植えるとまだ実を着け
ていないので、どうなるのか興味津々で不思
議そうに観察をしている。

大きく成長するように・・・と、水をあげる
お当番を順番にしていくと、つるが伸びてい
くことや実が少しずつ大きくなっていくこと
を喜んでいる姿が見られる。

また保育者と一緒に「おおきくなーれ。」と
ゴーヤに声をかけたり、ナスが大きくなるに
つれ「早く食べたい～」とウキウキする姿も
見られる。

成長していくことで見られる変化に気づき、
ゴーヤーでは緑から黄色になることに驚き、
中身を見て赤い実が出てくると不思議そうに
見ている。


